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困難 さを表す 「に くい」 と 「づ らい」 は

どの ように使 い分 け られているか

一 ア ンケー ト結果の分析 と考察 一

鈴 木 基 伸

要 旨

動作遂行 ・実現の困難さを表す 「に くい」 と 「づ らい」は、機能的に重複 している

部分が多 く、両者の使い分けが どの ようにされているのかが明 らかであるとは言い難

い。そこで本研究では、「に くい」 と 「づ らい」の どちらを入れて も成立す るような

例文 を作成 し、それ らを用 いて 「に くい」「づ らい」の使用 に関するアンケー ト調査

を大手前大学 の学生 に対 して行 った。ア ンケー ト結果 の分析 を通 し、①外的要 因に

よって動作実現の不可能性が高い場合 「に くい」が選択 されやすい、②不可能性が低

くなるに従 い 「にくい」が選択 される割合が減る、③内的要因(「 身体的痛み」「心理

的抵抗感(± 恥ずか しさ)」)に よって困難となっている場合 「づ らい」が選択 されや

す い、④「づ らい」選択 の割合 は 「に くい」ほ ど顕著ではない、⑤心理的抵抗感の程

度の大 きさに応 じて 「づ らい」がよ り選択 されやす くなる、⑥相手に対する 「申し訳

なさ」が困難の要因 となっている場合 「づ らい」が選択 されやすい、⑦「身体的痛み」

の場合外 的要因による 「けが」であるほうが 「づ らい」が より選択 されやす くなる、

とい うことが明らかになった。

キ ー ワ ー ド 難易文、「に くい」、「づ らい」、外的 ・内的要因、不可能性、心理的抵抗

感

1.は じめ に

日本語の、動作遂行 ・実現 に対する難易 を表す接尾辞 として、「やすい」「よい」「に

くい」「づ らい」「がたい」がある。
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(1)こ のキッチ ンは料理が しやすい。

(2)美 しく住みよい街をつ くりましょう。

(3)右 利 きの人は左手で箸が持ちにくい。

(4)友 人から靴 を貰 ったが、サイズが大 きす ぎて歩 きづ らい。

(5)昔 は携帯電話を肩から下げていたなんて信 じがたい。

これ らの形式は終止形 ・連体形が何れ も 「い」で終わっていることか らわかるよう
ユ

に、形容詞的性質を持つ。 したがって 日本語のイ形容詞 ・ナ形容詞 と同等の機能 を持
2

ち、各文 における主題 ・主格名詞句、被修飾名詞句 の属性 を表す。「やすい」「よい」

は動作遂行 ・事態成立の 「簡単 さ」「容易 さ」を、「にくい」「づらい」「がたい」は 「難

しさ」「困難 さ」 を表す。

(1')こ のキッチ ン=料 理が しやすい(容 易 さ)

(2')街 二住みよい(容 易 さ)

(3')箸=持 ちにくい(困 難さ)

(4')靴=歩 きづ らい(困 難さ)

(5')携 帯電話を肩か ら下げていた=信 じがたい(困 難さ)

「容易 さ」 を表す形式は2つ 、「困難さ」 を表す形式は3つ あるわけだが、 ここで問

題 となるのが、動作遂行 ・実現の 「容易 さ」「困難 さ」を表す上で、発話者 にとって

どの形式が選択 され、適切だ と感 じられるかということである。「容易さ」を表す 「や

すい」「よい」に関 して言えば、「よい」が選択 される(用 いられる)ケ ースは 「に くい」

に比べ圧倒的に限 られてお り、 どちらを使 ったほうが適切か という問題が生 じること
ヨ

はまれである。一方 「困難 さ」を表す 「に くい」「づ らい」「がたい」に関 しては、「が

たい」が他の2形 式 に比べ、「絶対 にできない」「したくない」 とい う不可能 ・拒否の
4

意味が強 く表 され るため、「がたい」が使用 される状況は限られている といえる。 し

か しなが ら 「に くい」「づ らい」は意味的に重複 している部分が多 く、両者の使用 を

1イ 形容詞、 ナ形容詞 は国文法 における形容詞、形容動詞 のこ とを指す。

2鈴 木(2014)参 照。

3「 よい」が用 い られ る例 として、「食べ よい」 「住 み よい」 「歩 きい い」 な どが あるが、「やす い」

ほ ど一般 的ではな く、生 産性 も低 い。

4日 本語記述 文法研究 会(2009)に よれば、「がたい」 は、「意志動詞 に付加 され、動作 の実現 が き

わめて困難 であるこ とを表す」 とし、以下 のよ うな例 を挙 げている。

(i)田 中さんが会社 を辞 めるなんて信 じがたい。

(ii)鈴 木 さんの最近 の行動 は どうも理解 しがたい。

この場合、 「信 じが たい」 「理解 しがたい」 は、 「信 じられない」「理解 で きない」 という不可 能の

意味に近 い。
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裁然 と分けることは困難だといえる。例文(3)に おける 「にくい」を 「づ らい」に、

例文(4)に おける 「づ らい」 を 「に くい」に置 き換えても大 きな意味の違いは生 じ

ない。

(6)右 利 きの人は左手で箸が持ちづ らい。

(7)友 人から靴 を貰 ったが、サイズが大 きす ぎて歩 きに くい。

先行研究 において両者の意味の違い についての言及は多 くあるが(森 田1977、 三

木2004、 日本語記述文法研究会2009な ど)、 その意味的差異が明確であるとは言 い

がた く、実際の使用 に際 して 「どちらで もよい」 と判断されることが多い。そこで筆
ら

者(鈴 木)は 大手前大学の学生に対 し、文脈によって 「に くい」「づ らい」の どち ら

を用いるのが適切であると感 じるか、 もしくは 「どちらで もよい」 と感 じるのかにつ

いてのアンケー ト調査 を行った。本稿ではそのアンケー ト結果 を通 し、 どの ような状

況(文 脈)に おいて 「に くい」「づ らい」 どち らの形式が選択 されるのかについて考

察 を行 う。

2.先 行研 究概 観 と本研 究 の 目的 につ いて

森田(1977)は 、「にくい」の意味について以下のように述べている。

(8)動 詞に付いて、その作用 ・動作 ・行為がスムーズに行われることがむずか

しい状態である意味 を添 える。(森 田1977:366)

また、「に くい」に前接する動詞が無意志動詞や 自然現象の動詞が くることか ら、

「客観 的な困難を表す」 とし、 さらに、「客観的 ということは、対象側 に困難を生み出

す原因 ・理由がある場合が多い」 としている。 また、対象側 に原因があ ることか ら、

「に くい」の状況 は 「マイナス評価 の状 況」であ る場合 が多い と述べてい る(森 田

1977:366)○

また森田(1977)は 「づ らい」 について以下の ように述べている。

(9)「 ～づ らい」は 「辛い」で、 肉体 的理由に原 因することが多 い。「足 に豆が

できて歩 きづ らい」「口にで きものがあって食べづ らい」な ど。精神的理 由

5総 合文化学部講師
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か ら行為の遂行 にブレーキの掛か る場合にも用い られる。「対戦相手が先輩

なので、 どうも攻めづ らくて しょうが ない」な ど。主 として肉体 的、精神

的理由か ら困難 さを覚 える とい うことは、本人の意識 としては行お うとし
ヘ ヘ ヘ ヘ へ

なが ら思 うにまかせない というもどか しさがあ り、 と同時に、意志にかか

わ りのない不可抗力 的状況 に基づ く困難表現で もあ り、マイナス評価 とな

る。」(森 田1977:367)

三木(2004)は 、「づ らい」が使用されるケースが増えていることに言及 しつつ も、

「に くい」 と 「づ らい」の差は歴然であると述べている。 また、「づ らい」 は一般的に

非対格 自動詞(非 意志動詞)と は共起 しない と言われるが、人や薬剤 によってある程

度制御可能である場合、「づ らい」の使用が認め られるケースがあ るとし、以下のよ

うな例 を挙 げた。

(10)尿 が出づ らい。病気が治 りづ らい。静電気が起 こりづ らい。汚れが落ちづ

らい。電波が届 きづ らい。 ほこりがはい りづ らい。足が滑 りづ らい。差が

生 じづ らい。イメージが湧 きづ らい。下半身の脂肪が取れづ らい。有利 な

性質が進化 しづ らい。メールが文字化 けしづ らい。不正が発覚 しづ らい。

この有機物が分解 しづ らい。その塗料が色落ちしづ らい。

(三木2004:128)

これ らが可能 となるのは 「づ らい」の主語名詞句 が非対格 自動詞 と共起する際 に

「内在 的コン トロール」が求められるからであるとし、「づ らい」 と 「にくい」の違 い

を以下の ように記述 した。

(11)「 ～づ らい」:経 験者 自身の ことが原因で引 き起 こされる能動的苦痛 ・困難

を表す。

「～ にくい」:経 験者以外の ことが原因で引 き起 こされる受動的苦痛 ・困難

を表す。(三 木2004:140f)

日本語記述文法研究会(2009)は 、「に くい」 と 「づ らい」について以下の ように

述べている。

(12)「(し)に くい」 は意志動詞に も無意志動詞 にも付加 され、変化や動作の実現

において何 らかの困難 さという性質 をガ格の名詞が もつ ことを、客観的に
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表す。(日 本語記述文法研究会2009:146)

(13)「(し)づ らい」 は意志動詞に付加 され、心情や身体 など主体の もつ内的な理

由によ り、動作の実現や持続 に困難さがあることを表す。

(日本語記述文法研究会2009:148)

先行研究 を概観する と、「に くい」 と 「づ らい」の違 いにおいて共通す るのは、困

難 さの要因が外的か内的か とい う点に集約で きる。外的とは、動作主を取 り巻 く環境

や対象物、使用する道具 などによって起因する ものであ り、内的とは動作主 自身が抱

える問題であるといえるだろう。 このように困難 さの要因における外的 ・内的の違 い

が 「に くい」 と 「づ らい」には見 られるわけだが、それによって両者 を完全に使い分

け られるわけではない。既 に述べ たように、「に くい」 と 「づ らい」 を入れ替えて も

意味の違いに変化が出に くい場合 もあることは事実である。また、外的要 因、内的要

因が具体的にどの ような状況を表すのかについて、詳細 な記述がされているとはいえ

ない。つ まり、外的 ・内的要因をさらに細分化 して分析す ることが必要だ と思われる。

さらにこれまでの研究において、特定のコンテクス トを提示 し、「に くい」と 「づ らい」

の どち らを選択するか とい う、現代 日本語 における言語使用状況の調査 というものは

行 われていないようである。そ こで本研究では、「に くい」「づ らい」が選択 され うる

特定の状況(外 的 ・内的要因)を 想定 した例文を用いてアンケー ト調査 を行い、「に

くい」「づ らい」の言語使用状況の傾 向を探 ること目的 とする。 またそれ と同時に、

「に くい」「づ らい」の使い分 けの基準 となるものについての考察 を行 う。

3.ア ンケー ト対象 者

アンケー トの対象 としたのは、著者が大手前大学 において2～4年 生向けに開講 し

ている講義(「 日本語演習」「日本語学研究」「日本語の しくみ」「日本語 と方言」)の

受講者である。アンケー トは内容の異 なる2種 類(ア ンケー トA・ アンケー トB)を

用意 し、 アンケー トAは 「日本語演習」の受講生に対 して、ア ンケー トBは 「日本

語学研究」「日本語のしくみ」「日本語 と方言」の受講生に対 して実施 した。ア ンケー

トAの 回答者は48人 、ア ンケー トBの 回答者は249人 であった。

4.ア ンケー ト内容

アンケー トに使用 した例文は、困難さの要因が外的である もの、内的である ものを

ランダムに配置 した。ア ンケー トA、 ア ンケー トBは それぞれ36例 ある。その内容
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を以下に示す。

ア ン ケ ー トA

l.爪 を切 っ た ば か りな の で 、(ジ ュ ー ス の)缶 が 開 け()。

2.指 先 を け が して し ま い 、 痛 くて(ジ ュ ー ス の)缶 が 開 け()。

3.駅 前 は 人 が 多 くて 歩 き()。

4.砂 浜 は足 を取 られ て歩 き()。

5.足 に 豆 が で きて し ま い 、 痛 くて 歩 き()。

6.す で に10万 円 借 り て い る友 達 に も う10万 貸 し て くれ と は言 い()。

7.友 達 に 漫 画 を た く さ ん 貸 し て い る が 、 返 して くれ と は 言 い()。

8.こ の 世 は 税 金 も高 く、 少 子 高 齢 化 で 生 き()。

9.一 人 で 焼 肉屋 に は 行 き()。

10.駅 前 は駐 車 場 が 少 な く、 あ っ て も駐 車 料 金 が 高 い の で 、 車 で は 行 き()。

11.こ の 歌 は キ ー が 高 くて 歌 い()。

12.私 は 音 痴 な の で 、 人 前 で は 歌 い()。

13.こ の 車 は 大 きす ぎ て運 転 し()。

14.こ の 道 路 は路 上 駐 車 が 多 い の で 運 転 し()。

15.こ の 道 は ま が り くね っ て い て運 転 し()。

16.現 代 文 は 数 学 よ り教 え()。

17.外 国 人 に 日本 語 の 「わ び」 「さ び 」 の 意 味 は 教 え()。

18.業 務 用 ス ー パ ー は 何 で も安 い が 、 量 が 多 い の で 買 い()。

19.痔 の 薬 は(恥 ず か し くて)買 い()。

20.ウ ェ ッ トス ー ツ は ゴ ワ ゴ ワ して い て 慣 れ な い う ち は着()。

21.熱 帯 植 物 は寒 い 場 所 で は育 て()。

22.さ ん ま は 骨 が 多 く て 食 べ()。

23.ダ イ エ ッ ト中 な の で 脂 っ こい もの は 食 べ()。

24.ダ イ エ ッ ト中 の 友 達 の 前 で は 、 バ クバ ク と食 べ()。

25.ド ク ダ ミ茶 は 苦 味 が 強 くて 飲 み()。

26.粉 薬 は飲 み()。(=な か な か 飲 み こめ な い)

27.新 し く買 っ た ス マ ー トフ ォ ン は 大 きす ぎて 使 い()。

28.新 し く入 っ た ア ル バ イ トの 子 は 文 句 ば か り言 う の で 使 い()。

29.旅 館 の ま く ら は た い て い 高 す ぎ る の で 寝()。

30.夏 は 暑 くて 虫 も多 い の で 寝()。

31.こ の 説 明 書 は 複 雑 す ぎて わ か り()。
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32.太 郎 は表情がほとんど変わ らないので、何 を考えているのかわか り()。

33.最 近 は忙 しくて、 自分の時間を作 り()。

34.社 会人になる と、なかなか人 と知 り合えないので、恋人 を作 り()。

35.太 郎の字は、小 さす ぎて見()。

36.映 画館の最前列はスクリーンが近すぎて逆に見()。

ア ンケ ー トB

l.虫 歯 が で き て し まい 、 歯 が 痛 くて 噛 み()。

2.ぎ っ く り腰 に な っ て し ま い 、 痛 くて 座 り()。

3.友 達 を傷 つ け て し ま うの で 、 本 当 の こ と は言 い(

4.お 年 寄 り に と っ て 、3階 建 て の 住 宅 は住 み()。

5.高 級 ブ ラ ン ド店 は 敷 居 が 高 くて 入 り()。

6.USJは 平 日で も人 が 多 い の で 行 き()。

7.傘 を さ した ま ま で は 自転 車 に乗 り()。

8.運 動 音 痴 な の で 、 人 前 で は 踊 り()。

9

10.

11.寝 違 え て し ま っ て 、 後 ろ を 向 き()。

12.

13.お い しそ う な ケ ー キ だ が 、

14.自 作 の ポ エ ム は恥 ず か し く て 人 に見 せ()。

15.私 は 背 が 低 い の で 、 高 い と こ ろ に あ る もの が 取 り

16.

17.ス テ ー キ の ス ジ の 部 分 は硬 くて 食 べ()。

18.自 己 中 な 人 と は付 き合 い()。

19.雨 の 日、 革 靴 は滑 っ て し ま う の で 歩 き()。

20.

21.ミ ル フ ィー ユ は きれ い に食 べ()。

22.英 語 の リス ニ ング の 音 量 が 小 さす ぎ て 聞 き取 り(

23.

24.こ の 鉛 筆 は短 す ぎ て書 き()。

25.唇 が ひ び 割 れ して し まい 、 痛 くて 喋 り()。

26.授 業 中 質 問 した い が 、 恥 ず か しい の で 手 を あ げ(

27.鞄 を両 手 に持 っ て い る の で 、 ドア が 開 け()。

○
　

この携帯 はバ ッテリーが もう限界だが使い慣れているので変え(

プレゼ ン トとしてもらったものは、使わなくなっても捨て()。

日本独 自の 「もったいない」 とい う概念 は留学生に教 え()。

1個600円 もす るので買い()。

)o

けがをして歩 けない友達 をひとり山小屋 に残 して下山 し()。

ウォッカはアルコール度数が高す ぎて、ス トレー トでは飲み()。

)o

大好 きな恋人に、太っている頃に撮 った昔の写真 は見せ()。

○
　

0
　

一101一



大手前大学論集 第15号(2014)

28.こ の図書館はいつもざわついていて、勉強 し()。

29.こ の辺 りは地盤がゆる く、高層 ビルが建て()。

30.会 社 は大赤字だが、社員に会社 を辞めて くれとは言い(

31.冬 は手が乾燥 して新聞がめ くり()。

32.薬 局で水虫の薬は買い()。

33.こ の本は難 しい言葉ばか りで読み()。

34.携 帯電話の料金プランは複雑す ぎてわか り()。

35.テ レビ台の後 ろやタンスの隙間は掃除 し()。

36.

)o

○
　

お腹 い っ ぱい だが、友達 の お母 さんが作 って くれ た晩御 飯 なの で、残 し

例文は何れ も 「に くい」「づ らい」の どち らかが入 るよう、動作の遂行 ・実現が 困

難 な状況 にあることが文脈 からわか るようになっている。 回答者 にはそれをふ まえ、

「に くい」「づ らい」のどちらを用いた方が より適切であるかを答えて もらった。 また、

どちらで も大 きな違いがないとい う場合 のために、「どち らで も」 という選択肢 も用

意 した。

各例文 はそれぞれ困難な状況 を構成 している要 因が異 なる(外 的 ・内的)。 以下で

はその 「困難 さ」の要因とそれに対応 している例文を提示する。 さらに各例文におけ

る 「に くい」「づ らい」「どち らでも」の回答集計結果を示 し、それ らの傾 向について

述べる。

5.困 難さの要因の種類 と回答傾向

5.1.外 的要因

5.1.1.動 作遂行能力の欠如

動作 を遂行する上で必要 となる能力や条件が不足 または欠如 しているため、動作が

困難 となる場合 を示 した例である。それ らに対する 「にくい」「づ らい」「どち らで も」

の回答数の集計結果を以下に示す。ア ンケー トAはA、 アンケー トBはBと 表示 し、

「A-01」 は、アンケー トAの 例文1で あることを意味する。 また、「に くい」 と 「づ

らい」の回答数で高い方の数値に下線 をひいた。

これ らは何れも外的 ・客観的要 因による困難さである。そ してどの例文 において も

「に くい」が 「づ らい」を上 回る結果 となった。A-01は 爪 を切 ったこ とに よっ て

ジュースの缶 を開けるという能力が失われている状態 にあ る。A-33は 忙 しさに よっ

て 「自分の時間」を作 ることがで きな くなっている。A-34は 人 と知 り合 う機会が社
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表1.「 動作遂行能力の欠如」の集計結果

番号 例文 に くい づ らい どちらでも

A-Ol
爪 を切 った ばか りな ので 、(ジ ュ ー スの)缶 が

開 け
28 8 12

A-33 最近は忙 しくて、 自分の時間を作 り 35 11 2

A-34
社会人になると、なかなか人と知 り合 えないの

で、恋人を作 り
33 12 3

B-15
私は背 が低 いので、高 いところにある ものが

取 り 里 90 46

B-27 鞄 を両手に持っているので、 ドアが開け 129 94 26

B-31 冬 は手が乾燥 して新聞がめ くり 160 68 20

会 人 とい う社会的立場 によって失われてい る。B-15は 身長 の低 さによって、身長か

ら見 た相対 的な高 さに対 して手の届 く範 囲が 限定 されている。B-27は 両手 に鞄 を

持 っていることによって、物 を持つ とい う能力が失 われている。B-31は 手の乾燥 に

よって 「新聞をめ くる」とい う行為が阻害されている。「に くい」の選択数 を 「づ らい」

の選択数で割った倍数値 を降順に示す。

表2.困 難 さの 要因 と 「に くい」 の倍 数値

番号 困難さの要因[動 詞] 倍数(少 数第2位 を四捨五入)

A-Ol 爪 の短 さ[(缶 を)開 け る] 3.5

A-33 忙 し さ[(時 間 を)作 る] 3.2

A-34 出会いの少 なさ[知 り合う] 2.8

B-31 手 の渇 き[(新 聞 を)め くる] 2.4

B-27 両手の不 自由さ[(ド アを)開 ける] 1.4

B-15 背 の低 さ[(も の を)取 る] 1.2

「爪 の 短 さ」 を要 因 とす るA-01が 最 も差 が 大 きか っ た 。 「に くい 」 の 選 択 数 が 「づ

ら い 」 の 約3.5倍 で あ り、 非 常 に 大 き な 差 だ と い え る 。 ま た 「忙 し さ」 が 阻 害 要 因 と

な っ て い るA-33も 約3.2倍 で あ り、 「に く い 」 の 選 択 が 「づ ら い 」 を 大 き く上 回 っ て

い る と い え る。 そ し てB-34の 「出 会 い の 少 な さ(約2.8倍)」 、B-31の 「手 の 渇 き(約

2.4倍)」 が 続 い た 。B-27「 両 手 の 不 自 由 さ」 は約1.4倍 、B-15の 「身 長 の 低 さ」 は 約

1.2倍 とな り、 「に くい 」 の 選 択 との 差 は あ ま りな か っ た 。

5.1.2.使 用する道具の不都合

特定の動作遂行時に必要 となる道具に不都合が生 じている場合、その動作遂行は困

難 になる。それらの 「道具の不都合」が動作遂行 ・実現の阻害要 因となっている例で
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表3.「 使用する道具の不都合」の集計結果

番号 例文 に くい づ らい どちらでも

A-13 この車は大きすぎて運転 し 21 16 11

A-27 新 し く買 っ たスマ ー トフォ ンは大 きす ぎて使 い 22 16 10

A-29 旅館のまくらはたいてい高すぎるので寝 27 14 7

., この鉛筆は短すぎて書 き 140 77 30

ある。

5.1.1節 における 「動作遂行能力の欠如」 と同様、何れ も 「に くい」の選択数が 「づ

らい」を上 回った。A-13は 車の大 きさ、A-27は スマー トフォンの大きさ、A-29は ま

くらの高 さ、B-24は 鉛筆の長 さが困難 さの要因となっている。「づ らい」に対する 「に

くい」の倍数を降順 に示す。

表4.困 難 さの 要因 と 「に くい」 の倍 数値

番号 困難さの要因[動 詞] 倍数(少 数第2位 を四捨五入)

A-29 枕 の高さ[寝 る] 1.9

., 鉛筆の短 さ[書 く] 1.8

A-13 車の大きさ[運 転する] 1.3

A-27 スマ ー トフ ォ ンの大 き さ[使 う] 1.3

「枕 の 高 さ 」 に よ る 寝 る こ との 困 難 さ に お い て(A-29)、 最 も差 が 大 き く表 れ る 結

果 と な っ た(約1.9倍)。 次 い でA-24の 「鉛 筆 の 長 さ 」 を 原 因 と す る 「書 き に く さ」

が 約1.8倍 と な っ た 。 「車 の 大 き さ(A-13)」 「ス マ ー トフ ォ ンの 大 き さ(A-27)」 は ほ

ぼ 同 じ倍 数(約1.3倍)を 示 した 。

5.1.3.環 境的要因

動作主や使用する道具 に何 ら欠陥はないが、当該の動作を遂行する際の環境が物理

的な阻害要 因とな り、困難 さが生 じている例である。

14個 中、12個 の例文において 「に くい」が 「づ らい」を上回る結果 となった。以下、

「づ らい」に対す る 「にくい」の倍数値 を降順に示す。

A-21が4倍 と、最 も大 きな数値 を示 した。A-21は 、寒 さとい う気候的環境の中で、

それにそ ぐわない熱帯植物 を育てることが困難であることが示 されている例である。

2番 目に数値が大 きか ったのはB-29(約1.8倍)で あ り、地盤のゆるさが高層 ビルの

建設 を妨 げている要因 となっている例 である。A-14,B-28,A-30に 関 しては、数値

が1.1～1の 間であ り、「に くい」の選択数 と 「づ らい」の選択数はほぼ同 じであった。
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表5.「 環境的要因」の集計結果

番号 例文 に くい づ らい どちらでも

A-03 駅前は人が多 くて歩き 22 17 9

A-04 砂浜は足を取 られて歩 き 22 17 9

A-08 この世は税金 も高 く、少子高齢化で生き 18 21 9

A-10
駅前は駐車場が少な く、あっても駐車料金が高

いので、車では行 き
29 19 0

A-14 この道路は路上駐車が多いので運転 し 21 20 7

A-15 この道はまが りくねっていて運転 し 25 14 9

A-21 熱帯植物は寒い場所では育て 36 9 3

A-30 夏は暑 くて虫 も多いので寝 23 22 3

A-36 映画館の最前列 はスクリーンが近す ぎて逆に見 14 22 12

B-04 お年寄 りにとって、3階 建ての住宅は住み 131 94 23

C1 傘をさしたままでは自転車に乗 り 138 82 29

C 雨 の 日、 革靴 は滑 って しま うので歩 き 128 81 39

C こ の図書館 はいつ もざわつ い ていて 、勉 強 し 115 103 29

C この辺 りは地盤がゆるく、高層 ビルが建て 138 78 31

表6.困 難 さの 要因 と 「に くい」 の倍 数値

番号 困難さの要因[動 詞] 倍数(少 数第2位 を四捨五入)

A-21 寒さ[(熱 帯植物 を)育 てる] 4

B-29 地盤 の ゆる さ[(ビ ル を)建 てる] 1.8

A-15 道路の形状[運 転する] 1.8

1 傘をさしている状態[(自 転車に)乗 る] 1.7

B-19 雨 の 日[(革 靴 で)歩 く] 1.6

A-10 駐車場の少 なさ、駐車料金の高 さ[(車 で)行 く] 1.5

B-04 3階 建て住宅[住 む] 1.4

A-03 人の多さ[歩 く] 1.3

A-04 砂浜[歩 く] 1.3

A-14 路上駐車の多 さ[運 転する] 1.1

B-28 騒が しさ[勉 強する] 1.1

A-30 暑 さ、虫 の多 さ[寝 る] 1

「づ らい」の選択数が 「にくい」 を上回った例 は14個 中2例(A-80,A-36)で あっ

た。A-08は 税金の高 さや少子高齢化 とい う社会的環境が、A-36は スクリー ンと座席

の近 さという距離的関係が阻害要因 となっている例である。「に くい」に対す る 「づ

らい」の倍数値 を降順に示す。

A-36が 約1.6倍 とな り、A-08(約1.2倍)を 上 回った。
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表7.困 難 さの 要因 と 「づ らい」 の倍 数値

番号 困難さの要因[動 詞] 倍数(少 数第2位 を四捨五入)

A-36 ス ク リー ンとの近 さ[見 る] 1.6

A-08 税金の高 さ、少子高齢化[生 きる] 1.2

5.1.4.対 象物に起因する場合

動作の対象物 に阻害要因が備 わってお り、そのせいで困難 さが感 じられ る場合で

ある。

19例 中18例 において 「に くい」の選択が 「づ らい」を上回る結果 となった。「づ らい」

選択の 「に くい」に対す る倍数値 は以下の通 りである。

数値が最 も大 きかったのはA-32で あ り、表情 を読み取 ることの困難 さが示 された

表8.「 対象物に起因する場合」の集計結果

番号 例文 に くい づ らい どちらでも

A-16 現代文は数学 より教 え 31 9 8

A-17
外 国人 に日本語の 「わび」「さび」の意味 は教

え
36 10 2

1
業務用スーパーは何で も安いが、量が多いので

買い
29 12 7

A-20
ウ ェ ッ トスー ッ はゴ ワ ゴワ していて慣 れ な い う

ち は着
22 17 9

A-25 ドクダ ミ茶は苦味が強 くて飲み 23 21 4

A-26 粉薬は飲み 27 14 7

A-28
新 しく入ったアルバイ トの子は文句ばか り言 う

ので使い
23 18 7

A-31 この説明書は複雑すぎてわか り 31 9 8

A-32
太郎は表 晴がほとんど変わらないので、何 を考

えているのかわか り
34 8 6

A-35 太郎の字は、小 さすぎて見 21 14 13

B-12
日本独 自の 「もったいない」という概念は留学

生に教 え
146 78 24

B-17 ステーキのスジの部分は硬 くて食べ 146 62 40

B-18 自己中な人とは付 き合い 122 95 32

1
ウ ォ ッカ は ア ル コー ル度 数 が 高 す ぎて、 ス ト

レー トで は飲 み
135 80 34

B-21 ミルフ ィーユ は きれい に食 べ 116 99 32

B-22 英語のリスニングの音量が小 さすぎて聞き取 り 122 88 39

B-33 この本は難しい言葉ばか りで読み 97 116 35

B-34 携帯電話の料金プランは複雑す ぎてわか り 145 72 32

B-35 テレビ台の後ろや タンスの隙間は掃除し 131 89 29
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表9.困 難 さの 要因 と 「に くい」 の倍 数値

番号 困難さの要因[動 詞] 倍数(少 数第2位 を四捨五入)

A-32 表情[わ かる] 4.3

A-17 「わび」 「さび」[教 え る] 3.6

A-16 現代文と数学[教 える] 3.4

A-31 複雑 さ[わ かる] 3.4

1 量の多さ[買 う] 2.4

B-17 硬さ[食 べ る] 2.4

.,

複雑 さ[わ かる] 2

A-26 粉薬[飲 む] 1.9

B-12 「もっ たい ない」[教 える] 1.9

1 ア ル コー ル度 数 の高 さ[飲 む] 1.7

A-35 字の小ささ[見 る] 1.5

B-35 隙間[掃 除する] 1.5

B-22 音の小ささ[聞 き取る] 1.4

A-20 ゴ ワゴ ワ さ[着 る] 1.3

1 新 人バ イ ト[使 う] 1.3

B-18 自己中[付 き合う] 1.3

B-21 ミルフ ィーユ[食 べ る] 1.2

A-25 苦味[飲 む] 1.1

例であった。「づ らい」に対する倍数が約4.3で あ り、極 めて高い数値であるといえる。

これ と同様 に高い数値 を出 したのがA-17(約3.6倍)、A-16(約3.4倍)、A-31(約

3.4倍)で あ り、A-17は 「わび」「さび」 とい う日本固有の概念 を外 国人に教 えるこ

との困難 さであ り、A-16は 、現代文 とい うやや抽象的な科 目が具体的な数値 を扱 う

数学 と比較 して、教 えることが困難であることが表されている。

19例 中1例 のみにおいて 「づ らい」の選択が 「に くい」を上回った。

表10.困 難 さの 要因 と 「づ らい」 の倍 数値

番号 困難さの要因[動 詞] 倍数(少 数第2位 を四捨五入)

B-33 難しさ[読 む] 1.2

B-33は 「難 しい言葉」が動作主 にとって理解で きないために読む という行為が 阻

害 されている。この場合、「づ らい」が 「に くい」 を上 回った ものの、数値的には約

1.2倍 と低か った。
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5.2.内 的要因

5.2.1.身 体的痛み

何 らかの動作 を遂行する際、体の どこかに痛み を感 じる場合には当然その行為が阻

害 されるため、動作主に とってそれ らの行為 を遂行することが困難だ と感 じられる。

その ような肉体的、身体的な痛みが 「困難さ」の要 因となっている例である。

表11.「 身体 的痛 み」 の集 計結 果

番号 例文 に くい づ らい どちらでも

A-02
指先 をけ が して し まい、痛 くて(ジ ュ ース の)

缶が 開 け
16 25 7

A-05 足 に豆が で きて し まい 、痛 くて歩 き 17 22 9

1 虫歯がで きてしまい、歯が痛 くて噛み 114 104 31

1 ぎっ く り腰 にな って しまい 、痛 くて座 り 98 125 26

B-11 寝 違 えて しまっ て、後 ろ を向 き 134 88 27

B-25 唇がひび割れ してしまい、痛 くて喋 り 98 121 30

全体の傾 向として、「づ らい」の選択が 「にくい」を上回ったケースが多かった。「づ

らい」が 「に くい」を上回ったのはA-02,A-05,B-02,B-25で あ り、痛みの原因は

それぞれ、「指先のけが」「足の豆」「ぎっ くり腰」「唇のひび割れ」である。「に くい」

に対する 「づ らい」の倍数値(降 順)は 以下の とお りである。

表12.困 難 さの 要因 と 「づ らい」 の倍 数値

番号 困難さの要因[動 詞] 倍数(少 数第2位 を四捨五入)

A-02 指先のけが[(缶 を)開 ける] 1.7

A-05 足 の豆[歩 く] 1.3

C1 ぎっ く り腰[座 る] 1.3

B-25 唇 のひび割れ[喋 る] 1.2

「指先のけが」を原因とす るA-12が 最 も 「に くい」に対する差が大 きく(約1.7倍)、

「唇のひび割れ」 を原因 とするB-25が 最 も差が少 なかった(約1.2倍)。

「にくい」の選択が 「づ らい」を上回ったのはB-01とB-11で あ り、それぞれ 「虫歯」

表13.困 難 さの 要因 と 「に くい」 の倍 数値

番号 困難さの要因[動 詞] 倍数(少 数第2位 を四捨五入)

B-11 寝 違 え[(後 ろを)向 く] 1.5

1 虫歯[噛 む] 1.1

/:
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と 「寝違え」を原因 とす る痛みである。

寝違 えによる首の痛みが阻害要因となっているB-11(約1.5倍)が 虫歯 による歯の

痛みのB-01(約1.1倍)を 上回る結果 となった。

5.2.2.心 理的抵抗感(+恥 ずかしさ)

動作 を遂行する際、人の 目などを気 にして恥ずか しさを感 じる場合がある。そのよ

うな恥ずか しさが動作実現を困難 にしている例である。

表14.「心理的抵抗感(+恥 ずかしさ)」の集計結果

番号 例文 に くい づ らい どちらでも

1'・ 一人で焼肉屋には行き 26 15 7

A-12 私は音痴なので、人前では歌 い 16 28 4

A-19 痔 の薬は(恥 ずか しくて)買 い 14 28 6

1: 運動音痴なので、人前では踊 り 78 140 31

.,

自作のポエムは恥ずか しくて人に見せ 103 114 32

B-23
大好 きな恋人に、太っている頃に撮った昔の写

真 は見せ
94 124 31

B-26 授業中質問したいが、恥ずかしいので手をあげ 122 93 33

B-32 薬局で水虫の薬は買い 126 93 30

5.2.1節 で見た 「身体 的痛み」 と同様、「づ らい」の選択が 「に くい」 を上回るケー

スが多かった(A-12,A-19,B-08,B-14,B-23)。A-12は 、歌が下手なことによって、

動作主が人前で歌 うと笑 われた り馬鹿 にされた りする可能性があ り、それによって恥

ず か しさが生 じて 「歌 う」 という行為が阻害 されている。A-19は 、購買す るものが

痔の薬であ り、目薬や風邪薬 と比較 して、購入者(動 作主)が レジに持ってい く際に

恥ずか しさを感 じやすい商品だといえ よう。それゆ え 「買 う」 という行為が困難 に

なっている。B-08は 運動す ることが不得意(下 手)で あるため、失敗 した場合恥ず

か しさを感 じるため 「踊 る」ことが難 しくなっている。B-14は 、「自作 のポエム」 と

いう極めて個人的な ものを他人に見せた くないという気持 ちが行為を阻害 している。

B-23は 、文脈か ら発話時 には痩せていることが含意 されてい るが、その自分が太 っ

ていた頃の自分の姿(写 真)を 恋人に見せ た くないという気持ちが 「見せ る」ことを

困難に している。「に くい」に対する 「づ らい」の倍数は以下のとお りである(降 順)。

A-19の 「痔の薬」の倍数が2で あ り最 も大 きかった。次いで 「音痴(A-12)」 「運動

音痴(B-08)」 がほぼ同 じで約1.8倍 、「太 っている写真(B-23)」 が約1.3倍 となった。

「自作 のポエム(B-14)」 は約1.1倍 であ り、「づ らい」 と 「に くい」 を若干上 回る結果

となった。
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表15.困 難 さの 要因 と 「づ らい」 の倍 数値

番号 困難さの要因[動 詞] 倍数(少 数第2位 を四捨五入)

A-19 痔 の薬[買 う] 2

A-12 音痴[歌 う] 1.8

1: 運動音痴[踊 る] 1.8

B-23 太っている写真[見 せる] 1.3

.,

自作のポエム[見 せる] 1.1

「に くい 」 の 選 択 数 が 「づ らい 」 を上 回 っ た の は 、A-09、B-32、B-26で あ っ た 。 「づ

らい 」 に対 す る 「に くい 」 選 択 数 の 倍 数 値 を 降 順 に 示 す 。

表16.困 難 さの 要因 と 「に くい」 の倍 数値

番号 困難さの要因[動 詞] 倍数(少 数第2位 を四捨五入)

A-09 一人で焼肉屋[行 く] 1.7

B-32 水虫の薬[買 う] 1.4

C 恥ずか しさ[(手 を)あ げる] 1.3

も っ と も数 値 が 大 き か っ た の はA-09(約1.7倍)の 一 人 で 焼 肉 屋 に 行 く こ と を 恥

ず か し さ の 要 因 と す る も の で あ っ た 。 次 い でB-32(約1.4倍)、B-26(約1.3倍)と

な っ た 。

5.2.3.心 理 的抵 抗感(一 恥 ずか しさ)

動 作 実 現 上 物 理 的 な 問 題 は な い が 、 心 理 的 に抵 抗 感 を 感 じ る 場 合 が あ る 。 こ の 場

合 、 恥 ず か し さ は な い もの の 、 相 手 に 対 す る 思 い や りや 、 動 作 を実 現 させ る こ とか ら

想 定 され る 不 都 合 な ど に よ っ て 動 作 主 が 心 理 的 負 担 を 感 じ、 そ の 行 為 が 困 難 な もの に

な っ て し ま う 。

13例 中9例(A-06,A-23,B-5,B-9,B-10,B-13,B-16,B-30,B-36)に お い て

「づ ら い 」 の 選 択 が 「に くい 」 を上 回 っ た 。 「に くい 」 に 対 す る 「づ らい 」 の 倍 数 値 を

降 順 に 示 す 。

も っ と も倍 数 値 が 大 きか っ た の はB-16(約1.9倍)で あ っ た 。B-16に お け る 阻 害

要 因 は 、 け が を して い る 友 人 を一 人 山 小 屋 に は 残 し て行 け な い とい う、 友 人 に 対 す る

思 い や りで あ っ た り 申 し訳 な さ で あ る。A-24も ダ イ エ ッ トを し て い る 友 人 に対 し て

食 事 す る こ と に対 し て 申 し訳 な さ を感 じて い る と い え る が 、B-16に 比 較 して そ の 程

度 が 小 さ い と い え る 。 そ して そ の 場 合 、 倍 数 値 は 約1.4と な り、B-16を 下 回 っ て い る 。

ま た 、B-10,A-23,B-05は 、い ず れ も倍 数 値 が 約1.1～1で あ り、「づ らい 」 と 「に くい 」

の 差 は 極 め て小 さ い 。
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表17.「 心理 的抵 抗感(一 恥 ずか しさ)」 の集 計結 果

番号 例文 に くい づ らい どちらでも

A-06
すでに10万 円借 りている友達にもう10万貸して

くれとは言い
15 21 12

A-07
友達に漫画をた くさん貸しているが、返 してく

れとは言い
31 12 5

A-23 ダイエ ッ ト中な ので脂 っ こい もの は食べ 22 23 3

A-24 ダイエ ッ ト中の友 達の前 で は、 バ クバ ク と食 べ 24 17 7

1 友達を傷つけてしまうので、本当の ことは 101 100 48

1 高級ブランド店は敷居が高 くて入 り 105 107 36

B-06 USJは 平 日でも人が多いので行 き 149 81 18

1'
この携帯はバ ッテリーがもう限界だが使い慣れ

ているので変え
90 128 30

1
プ レゼ ン トと して も ら った もの は、 使 わ な く

な って も捨 て
99 113 37

B-13
お い しそ うなケ ー キだ が、1個600円 もす るの

で買 い
103 115 31

B-16
けがを して歩けない友達をひとり山小屋に残 し

て下山 し
76 148 25

1
会社は大赤字だが、社員に会社を辞めてくれと

は言い
86 124 38

C
お腹一杯だが、友達のお母さんが作ってくれた

晩御飯なので、残 し
97 125 27

表18.困 難 さの 要因 と 「づ らい」 の倍 数値

番号 困難 さの要因 倍数(少 数第2位 を四捨五入)

C けがを している友人[下 山する] 1.9

A-24 ダ イエ ッ ト中の友 達[食 べ る] 1.4

C1' 使 い慣れていること[(携 帯を)変 える] 1.4

C1 社 員[(辞 めて くれ と)言 う] 1.4

C 友達の母[(晩 御飯を)残 す] 1.3

C1 プ レゼ ン ト[捨 てる] 1.1

A-23 ダ イエ ッ ト中[食 べ る] 1

C1 高級ブランド店[入 る] 1

「にくい」の選択が 「づ らい」を上回ったのは4例(A-06,A-07,B-03,B-06)で

あった。以下、「づ らい」 に対する 「に くい」の倍数値 を降順 に示す。

最 も差が大 きかったのはA-07(約2.6倍)で あった。A-07で は、友人 に対 して漫

画を返 してほしい と頼むことが発話者 にとって心理的な負担 になってお り、それが行

為遂行 を困難 なものにしてい る。B-06(約1.8倍)は テーマパーク(USJ)に おける

人の多さが阻害要因になっている。A-06(約1.4倍)は すでに10万 円借 りている友人
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表19.困 難 さの 要因 と 「に くい」 の倍 数値

番号 困難 さの要因 倍数(少 数第2位 を四捨五入)

A-07 友人[(本 を返 して くれ と)言 う] 2.6

B-06 人 の多 さ[(USJに)行 く] 1.8

A-06 友人[(金 を貸 して くれ と)言 う] 1.4

1 友人[(本 当の こ とを)言 う] 1

に対 して さらにもう10万 円貸 してほしい と頼む状況が表されている。この場合、現状

ある借 りを増やす とい う点で友人に負担が増えて しまうため、友人に対 して申 し訳 な

い とい う感情が生 じ、それが阻害要 因になっている。B-03(約1倍)は 友人を傷つ け

ることに対する懸念が行為を妨げているといえるが、この場合、数値的には 「に くい」

が 「づ らい」を上回っている とはいえ、ほぼ同数 を表す結果 となった。

6.分 析と考察

6.1.外 的要因

前節で提示 したデータか ら、困難 さを引 き起 こす要因と 「に くい」「づ らい」の選

択傾向の結果は以下の ようになる。

表20.「 にくい」 と 「づ らい 」の選 択傾 向

困難さの要因(合 計数) 例文数 「に くい」 〉 「づ らい」 「に くい」<「 づ らい」

外
的

動作遂行能力の欠如 6 6 0

使用する道具の不具合 4 4 0

環境的要因 14 12 2

対象物 の不具合 19 18 1

内

的

身体的痛み 6 2 4

心理的抵抗感(+恥 ずか しさ) 8 3 5

心理的抵抗感(一 恥ずか しさ) 13 4 9

困難さの要因が外的であるの場合、何れ も 「にくい」をより多 く選択す る例が 「づ

らい」をより多 く選択する数 を上 回った。 これは、先行研究で述べ られている、「に

くい」が外的要因により客観的な困難さを表す という主張 と一致する。ただし、 この

結果が意味するのはあ くまで も 「に くい」が より多 く選択 されやすい ということであ

り、例文によっては 「に くい」選択の割合 は異なる。それについて分析するため、前

節で示 した表(表2・4・6・9)を まとめて提示する。

最 も大 きい倍数がA-32の 約4.3倍 である。次いでA-21(4倍)、A-17(約3.6倍)、
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表21.外 的要 因 と 「にく い」の倍 数値

動作遂行能力の欠如

A-Ol 爪の短さ[(缶 を)開 ける] 3.5

A-33 忙 し さ[(時 間 を)作 る] 3.2

A-34 出会いの少なさ[知 り合 う] 2.8

B-31 手 の渇 き[(新 聞 を)め くる] 2.4

B-27 両手の不 自由さ[(ド アを)開 ける] 1.4

B-15 背 の低 さ[(も の を)取 る] 1.2

使用す る道具の不具合

A-29 枕 の高さ[寝 る] 1.9

., 鉛筆の短 さ[書 く] 1.8

A-13 車の大きさ[運 転する] 1.3

A-27 スマ ー トフォ ンの大 き さ[使 う] 1.3

環境的要因

A-21 寒さ[(熱 帯植物 を)育 てる] 4

C 地盤 の ゆる さ[(ビ ル を)建 てる] 1.8

A-15 道路の形状[運 転する] 1.8

C1 傘をさしている状態[(自 転車に)乗 る] 1.7

B-19 雨 の 日[(革 靴 で)歩 く] 1.6

A-10 駐車場の少 なさ、駐車料金の高 さ[(車 で)行 く] 1.5

B-04 3階 建て住宅[住 む] 1.4

A-03 人の多さ[歩 く] 1.3

A-04 砂浜[歩 く] 1.3

A-14 路上駐車の多 さ[運 転する] 1.1

C 騒が しさ[勉 強する] 1.1

A-30 暑 さ、虫 の多 さ[寝 る] 1

対象物 の不具合

A-32 表情[わ かる] 4.3

A-17 「わび」 「さび」[教 え る] 3.6

A-16 現代文と数学[教 える] 3.4

A-31 複雑 さ[わ かる] 3.4

1 量の多さ[買 う] 2.4

B-17 硬さ[食 べ る] 2.4

.,

複雑 さ[わ かる] 2

A-26 粉薬[飲 む] 1.9

B-12 「もっ たい ない」[教 える] 1.9

1 ア ル コー ル度 数 の高 さ[飲 む] 1.7

A-35 字の小ささ[見 る] 1.5

B-35 隙間[掃 除する] 1.5

B-22 音の小ささ[聞 き取る] 1.4

A-20 ゴ ワゴ ワ さ[着 る] 1.3

A-28 新人 バ イ ト[使 う] 1.3

C 自己中[付 き合 う] 1.3

B-21 ミルフ ィーユ[食 べ る] 1.2

A-25 苦味[飲 む] 1.1
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A-01(約3.5倍)、A-16(約3.4倍)、A-31(約3.4倍)、A-33(約3.3倍)と なった。

動詞に着 目す ると、A-32とA-31は 動詞が 「わかる」であ り、いずれも高い数値 を出

していることから、動作主の理解 に関する場合 には 「に くい」がよ り多 く選択 される

傾 向にあるといえる。 また同様に、A-17とA-16で は 「教える」が使 われてお り、「教

える」とい う行為が教 える内容 によって困難になっている場合 にはよ り多 く「に くい」

が選択 される傾向にある。 また、A-21、A-Ol、A-33な どから、外的な要 因によって

当該の動作が極めて困難 な場合、「にくい」が選択される傾向にあることがわかる。

倍数を見 ると、最大の約4.3倍 から約1倍 まで と大 きな差が見 られるが、 これ らの倍

数の変化は どのような理 由か ら生 じているのだろうか。数値の高い もの と、低い もの

を比較 してみると、高い ものはその動作 を実現 させ ることが 困難であるケースが多

い。上述 したA-32,A-21,A-17,A-Ol,A-16,A-31,A-33は 、何れ も実現が困難で

あ り、「にくい」の変わ りに 「で きない」を用 いて も意味の大 きな違いは生 じない。

(14)太 郎は表情がほとん ど変わ らないので、何 を考 えているのか{わ か りに く

い/わ か らない}。

(15)熱 帯植物は寒い場所では{育 てに くい/育 て られない}。

(16)外 国人 に日本語の 「わび」「さび」の意味は 徽 えにくい/教 え られない}。

(17)爪 を切 ったばか りなので、(ジ ュースの)缶 が 開 けに く/開 け られない}。

(18)現 代文は数学よ り 徽 えにくい/*教 えられない}。

(19)こ の説明書 は複雑す ぎて{わ か りにくい/わ からない}。

(20)最 近は忙 しくて、 自分の時間を{作 りにくい/作 れない}。

(18)は 比較構文 をとっているため可能形 を用いると非文法的になるが、それ以外

については 「に くい」によって不可能に近 い意味がが表されている。

一方、低 い倍数を示 した例文が示す状況 は、動作の遂行 ・実現が困難ではあるもの

の、不可能とまでは言えない ものである。例えば、約1.1～1倍 とい う低い数値 を示 し

ている例文に 「にくい」 を当てはめる と以下のようになる。

(21)こ の 図 書 館 は い つ も ざ わ つ い て い て 、 勉 強 し に くい 。 【B-28】

(22)ド ク ダ ミ茶 は苦 味 が 強 くて 飲 み に くい 。 【A-25】

(23)夏 は暑 くて 虫 も多 い の で 寝 に くい 。 【A-30】

これ らは、当該の行為 を行 うことが発話者によって困難だ と感 じられていることが

表 されているが、何 れも実現 自体 は可能である。 したがって、それぞれ、「勉強でき
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ない」「飲 めない」「寝 られない」が示す ような不可能に近い意味を表 しているわけで

はない。以上のことから、「に くい」 を使用するか否かの違いは、行為実現の不可能

性 と関連 していることがデータか ら導 き出せる。

6.2.内 的要因

続いて、困難 さの要因が 内的の例ついて分析する。内的要因 となる 「身体的痛み」

「心理的抵抗感(+恥 ずか しさ)」 「心理的抵抗感(一 恥ずか しさ)」 においては、「づ

らい」が より多 く選択 される例が 「に くい」のそれを上回った。 これ も、外的要因の

時と同様、先行研究での記述 と一致する。分析のため、前節で示 した表12・15・18を

まとめて以下に示す。

最大がA-19に おける2倍 であ り、「に くい」に対す る 「づ らい」選択の差が顕著で

表21.内 的要 因 と 「づ ら い」の倍 数値

身体的痛み

A-02 指先のけが[(缶 を)開 ける] 1.7

A-05 足 の豆[歩 く] 1.3

1 ぎっ く り腰[座 る] 1.3

B-25 唇のひび割れ[喋 る] 1.2

心理的抵抗感(+恥 ずか しさ)

A-19 痔 の薬[買 う] 2

A-12 音痴[歌 う] 1.8

1: 運動音痴[踊 る] 1.8

B-23 太っている写真[見 せる] 1.3

.,

自作のポエム[見 せる] 1.1

心理的抵抗感(一 恥ずか しさ)

B-16 けがを している友人[下 山する] 1.9

A-24 ダ イエ ッ ト中の友 達[食 べ る] 1.4

1
使 い慣れていること

[(携帯を)変 える]
1.4

C1 社 員[(辞 めて くれ と)言 う] 1.4

C 友達の母[(晩 御飯を)残 す] 1.3

C1 プ レゼ ン ト[捨 てる] 1.1

A-23 ダ イエ ッ ト中[食 べ る] 1

C1 高級ブランド店[入 る] 1

あるとは言い難いが、「づ らい」が より選択 される傾向にあるとい えよう。 したが っ

て、 この結果から、肉体的な痛みや、心理的抵抗感(± 恥ずか しさ)に よって当該の

行為が阻害されている場合、「づ らい」が より選択されやす くなることがわかる。
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恥ずか しさに関 していえば、その度合いが大 きければ大 きいほど、またその恥ずか

しさが普遍的であると考 えられる場合 に 「づ らい」が より多 く選択 されるようである。

A-19で 示 された 「痔 の薬」を買 うことは、数ある薬の中で恥ずか しさの程度が大 き

いといえる。 また、A-12,B-08に おける 「音痴」「運動音痴」も、友人や クラスメー ト、

または他人にその姿 を見 られる可能性があるため、恥ずか しい と感 じる程度は大 き

い。 さらにこれらの恥ずか しさは人によって異 な りにくい ものであ り、誰 しもが感 じ

る恥ずか しさであると考 えられ る。 これ らの場合それぞれ2倍 、約1.8倍 、約1.8倍 と

高い数値 を示 している。

一方B-23(約1 .3倍)、B-14(約1.1倍)の ように低い数値 になるのは、太 ってい

るころの昔の写真を見せ る場合や、 自作のポエムを見せる場合であった。これ らは恥

ずか しい という感情が引き起 こされる行為であるといえるが、普遍的な恥ずか しさを

持つ とは言 えない。た とえ太っていて も過去の自分 を見せることに対 して恥ずか しい

とは感 じない回答者 もいるであろう。自作のポエムについて も同様である。

恥ずか しさを伴わない心理的抵抗感に関して も、その度合いが高ければ 「づ らい」

が使われやすいという傾向はあるようだ。B-16は 、「けがを している友人 を山小屋 に

ひと り残すこと」が心理的抵抗感の要因となっているが、 もし友人を山小屋に残 した

場合にはその友人が死に至る可能性 もあるため、その心理的抵抗感の度合いは極めて

大 きい といえる。一方B-36の 場合、「友人の母親の手料理を残す こと」に対する抵抗

感が阻害要因となっているが、 これは 「山小屋」の例 と比較すれば、その度合いは小

さいといえる。B-16は 約1.9倍 、B-36は 約1.3倍 であ り、心理的抵抗感の度合いの大

きさが 「づ らい」選択の回答数に表れている。

心理的抵抗感に関 してもう一つ言えることがある。それは、相手に対す る 「申し訳

なさ」が 「づ らい」選択の要因 となっているとい うことである。恥ずか しさを伴わな

い心理的抵抗感が表 されている例文の中で、「に くい」 に対する 「づ らい」の倍数値

が高いのは、「申し訳なさ」がその根拠 となっている例が多い。B-16は けがをした友

人に対 して 「申 し訳なさ」を感 じている。A-24は ダイエ ットを している友人に対 し

て、B-30は 自分の会社の社員 に対 して、B-36は 友人の母親に対 してである。同 じ心

理 的抵抗 感 で も、「申 し訳 な さ」が伴 わ ない場 合、そ の 数値 は低 くな って い る

(A-23,B-05)o

身体的痛 みに関 しては、約1.7倍 と高い数値 を示 したのが 「指先のけが」であ り、

それ以外の 「足のまめ」「ぎっ くり腰」 「唇のひび割れ」 は約1.3～1.2倍 と相対的に低

い数値 を示 してい る。 このことか ら言えるのは、外的な要 因に よって生 じた 「けが」

の場合、「づ らい」の選択が より多 くなされるのではないか とい うことである。「足の

まめ」「ぎっ くり腰」「唇のひび割れ」 というのは、いわば自然発生的に生 じた もので
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困難 さを表す 「に くい」 と 「づ らい」は どの ように使い分け られてい るか

あ り、けがの範疇には入 らない。よって、「身体的痛み」の中でも、外的要 因に よる

けがの場合、それ以外の痛みに比べ、比較的 「づ らい」が選択 される傾向にあるとい

える。先行研究では、外的要因の場合 「に くい」が選択 されやす く、本研究における

アンケー トで も同様の結果が出た。 しか しなが らその外的要因が身体的痛み とい う内

的要因に還元 された場合、反対に 「づ らい」が選択 されやす くなるのである。

7.ま とめと今後の課題

本研究 では、「に くい」 と 「づ らい」の使用 に関するアンケー ト調査 を基 に、両者

の選択傾向を分析 し、使い分 けの基準 について明 らかにすることを目的 とした。その

結果、これ までの先行研究で言われているような外 的要因 と内的要因の違いが、「に

くい」「づ らい」の使い分 けに大 き く影響 してい るこ とがわかった。ただ し、何 れの

例文においても、どちらかの使用がゼロになるというケースはな く、「に くい」が 「づ

らい」を上回った約4.3倍 とい う数値が最大であ り、「にくい」「づ らい」の選択数が

ほぼ同 じとい う例 も少なか らずあった。 したがって、両形式の使 い分 けの判 断基準

を、普遍的に明確に規定することの難 しさが改めて明 らかになったといえる。

本研究における分析 を通 して明 らかになったことを以下に示す。

(24)【 「にくい」 について】

・外 的な要因によって動作実現の不可能性が高い場合、「に くい」がよ り多

く選択 されやすい。

・不可能性が低 くなるに従い、「に くい」が選択 される割合が減 る。

(25)【 「づ らい」 について】

・内的な要因(「 身体的痛 み」「心理的抵抗感(± 恥ずか しさ)」)に よって

困難 となっている場合、「づ らい」が選択 されやすい。

・「づらい」選択の割合 は、「にくい」ほ ど顕著ではない。

・心理的抵抗感の程度の大 きさに応 じて、「づ らい」がよ り選択 されやす く

なる。

・相手 に対する 「申 し訳なさ」が困難の要因 となってい る場合、「づ らい」

が選択 されやすい。

・「身体的痛 み」の場合、外的要 因による 「けが」であるほうが 「づ らい」

がよ り選択されやす くなる。

これ らは全体の大 きな傾向であ り、アンケー トに使用 した例文 について一つ一つ検
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討 した とは言い難い。 また得 られた集計結果の中で分析で きていない部分 も数多 く残

されてい る。本研究が提示 したデー タの より詳細 な分析 ・考察は今後の課題 とした

い ○
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